















































































































































































































































































































































































































1 この命題は 1972年マサチューセッツ工科大学の D.メドウズを中心とした調査プロジェクトを基に報告された
The limits to growth : a report for the Club of Rome's project on the predicament of mankind, NY, Universe 







6 K.Jaspers, Philosophie II Existenzerhellung, 3 Auflage, Springer Verlag. Berlin-Göttingen-Heidelberg, 
1956.(ヤスパース『実存開明（哲学 II）』、草薙正夫、信太正三訳、創文社、1964年）以下、引用は『Ⅱ』と略
記し、原文の頁数を記載する。 
7 K.Jaspers, Die geistige Situation der Zeit, 5 Auflage, Walter de Gruyter Berlin-New York, 1999(1931). S23.
（『現代の精神的状況』、飯島崇享訳、理想社、1971年） 
8 防災システム研究所「防災・危機管理心理学」http://www.bo-sai.co.jp/ 














14 cf. Kurt Salamun, Karl Jaspers, C.H.Beck, 1985, S.65. 
15 ザーナー等の研究者は潜在的限界状況(potential Grenzsituation)を根本状況(Grundsituation)として、実際に
実現した限界状況から区別しており、ピーチは、この区別を基にして、限界状況は根本状況として不可避である
としている(cf. Filiz Peach, Death ‘Deathlessness’  and Existenz in Karl Jaspers’ Philosophy, Edinburgh, 2008, 
                                                   
東洋大学「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.13 
126 
                                                                                                                                             
p.63.)。 
16 ヤスパースは、原子爆弾による核戦争のみならず、原子力発電についても言及している。cf. K.Jaspers, Die 
Atombombe und die Zukunft des Menschen, Piper, 1958(ヤスパース、『原爆と人間の未来』、飯島宗享、細尾登
訳、理想社、1966年) 
17 ただしそれを可能にするのは「愛しながらの闘争」としての実存的コミュニケーションによってである。 
 
 
 
 
